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  全剣連居合二本目「後ろ」の要義とあなたが一番注意している点を述べなさい。

　居合道指導者としての心構えを述べなさい。

　全剣連居合六本目「諸手突き」の要義を記し、指導上注意する点を述べなさい。

杖　　道

　あなたの居合道修行の心構えと、安全について述べなさい。
二　段

三　段
　あなたが居合道修行を続けてよかったと思うことを項目を挙げて説明しなさい。

　全剣連居合三本目「受け流し」の要義を記し、注意している点を述べなさい。

四　段
　全剣連居合四本目「鞘当て」の要義を記し、指導上注意する点を述べなさい。

　五　段
　居合道指導上の要点を五つ挙げて説明しなさい。

問　　　　　　　　　　　　　　　　　題

四　段

五　段

広島県で受審、受審者で問い合わせて下さい。

三　段
　「杖道修行の目的と心得」について述べなさい。

　「気・杖・体の一致」について述べなさい。

初　段
　「杖道を始めた理由」について述べなさい。

　「杖道の基本の構え方」について述べなさい。

二　段
　「杖道修行の心構え」について述べなさい。

　「気合い」について述べなさい。。

居　合　道

初　段
　 あなたが居合道を始めた理由を述べなさい。

　全剣連居合一本目「前」について注意していることを述べなさい。

四　段
「剣道の理念及び剣道修練の心構え」について述べなさい。

　「日本剣道形修練の必要性」について述べなさい。

　「剣道の理念および剣道修練の心構え」について述べなさい
五　段

審判員として「つばぜり合い」の判断・処置について説明しなさい。

問　　　　　　　　　　　　　　　　　題

二　段
　剣道で「礼儀を大切にする理由」について述べなさい。

「正しいつばぜり合いと注意点」について説明しなさい。

三　段
　剣道で「礼儀を大切にする理由」について述べなさい。

「正しいつばぜり合いと注意点」について説明しなさい。
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剣　　　道

初　段
「使ってはいけない竹刀」とはどのような竹刀ですか説明しなさい。

「正しいつばぜり合い」について説明しなさい。

問　　　　　　　　　　　　　　　　　題

　　学科試験は、剣道については日本剣道形、居合道・杖道については実技の合格者を対象に

　実施しますが、審査受付時に答案用紙を提出して下さい。

注　意

　　○　答案用紙は「B４版原稿用紙」を使用し、問題毎に原稿用紙１枚（３００字以上４００字未満）

　　　　　※　受験番号～受付係が記入するので、記入の必要無し。

　　　　　※　「受審段位」・「氏名」・「問題番号」の記入漏れの無いよう注意して下さい。

　　　　に自筆で記入して下さい。

　　　　※　「B４版原稿用紙」を使用していない答案用紙が散見されます。　必ず「B４版原稿用紙」

　　　　　を使用して下さい。

　　○　答案用紙には１行目の書き出しに「受審段位」、やや空けて「氏名」、２行目に「問題番号」を

　　　　記入し、３行目から回答を記入して下さい。


